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天気予報を気にしていましたが、「ふれあい集会」の日は晴れそうです。欲の深いもので晴れ

るとなると、風もなく暖かいと良いななどと思っています。会場では、温かいお汁粉やおでん

も用意されますが、なんといっても暖かい日和になる事が一番ですね。この頃ちょっと元気を

なくしているかなと思っている方は、是非「ふれあい集会」に来てくださいね。ほんの少しか

もしれませんが、きっと元気が出ますよ。 
 

■みんなの声 

東京での三高祭 
 今回の文化祭は、“三宅島で文化祭を行

っていた時のように出来たら”という気持

ちで作り上げて行きました。 

 分からない事やなかなか上手く行かない

事もありましたが、文化祭は成功に終わっ

たと思います。一人一人が力を合わせ、こ

れだけのものを作り上げられた事が何より

嬉しかったです。 

 私達は、来年には高校を卒業してしまい

ます。どれだけのものを後輩に残していけ

るのかは分かりませんが、東京に暮らして

いても私たちは島の子です。島の事は片時

も忘れた事はありません。 

いまでも胸の中には、失くなったしまっ

た八丁平の美しい湿地帯の姿も海や山で遊

んだ思い出も留めてあります。 

 私たちは結局一度も島の高校に通う事は

出来ませんでしたが、いつかまた三宅島で

三高祭が開かれる事を願っています。 

 最後に今回文化祭にお越しいただいた保

護者の皆さま、島民の方、開催にご協力く

ださった皆さまに感謝いたします。 

私たちの文化祭を通して、少しでも三宅

島の事を思い出していただけたのなら、と

ても嬉しく思います。  

(都立三宅高校三年 宮下 友見) 

 

三宅島小中高合同文化祭
 11月16日(日)旧秋川校舎の敷地で、三

宅島小中高合同文化祭を開催いたしました。

週の初めから雨という予報が続いたにもか

かわらず、島の子供たちの願いが届いたの

か、当日は汗ばむほどの晴天に恵まれ、

250人を超すご来場をいただくことがで

きました。 

 今年の文化祭は、高校生が中心となり

「三宅島を秋川の地に出現させよう」とい

う思いを実現させるべく、4月当初からさ

まざまな企画を考えてきました。 

 午前中の舞台部門では、高校生によるフ

ァッションショーやバンド演奏、三宅の太

鼓演奏、中学生によるハンドベルの演奏な

どを発表しました。 

 午後はフランクフルトや手作りケーキ、

駄菓子やジュースの販売の他、小学校教員

によるおもちゃの体験コーナー、中学高校

PTAによる豚汁やお汁粉、芋煮の配布な

ど、昼礼場をテント村に変身させてイベン

ト部門を行いました。 

 その他、展示部門としては、小中高生の

作品や学習成果の発表、三宅島・御蔵島の

模型、軽音楽部によるライブハウスなど、

児童、生徒の一人一人が、精一杯の力を発

揮しました。 

 色づき始めた木々と、抜けるような青空

の下、会場のあちこちで「あら、久しぶ
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り！」などという声が飛び交い、生徒たち

の目指したとおり、子どもから大人まで

「島にいる時のように」ゆったりと楽しん

でいただける文化祭になったのではないか

と思っております。 

 また、今回の文化祭に際し、夢農園や元

気農場からは花や野菜を、シルバー人材セ

ターからは銀杏を寄付していただきまし

た。他にも観光協会による火山灰プリント

コーナーの設置など、島民のみなさんから

の温かいご支援は、文化祭成功の大きな要

因であったと思います。ご協力いただいた

方、また朝早くからご来場いただいた方々

に、この場をお借りして、厚くお礼を申し

上げます。どうもありがとうございました。 

ン (三宅高校教諭 鈴木 民子) 

 

三宅島寄港便（滞在型帰宅）の受付業務 
【急 募】 

商工会では、三宅島寄港便（滞在型帰宅）の受付業務をしていただける方を下記の通り

募集致します。 

記 

１．応募資格 
三宅島から避難されている方で、健康で働ける方 

２．勤務条件 
①勤務期間 短期間（2週間位） 

②勤務日数 週5日間可能 

③日  給 6,280円（交通費別途支給） 

④勤務時間 午前9時00分から午後5時00分 

３．募集期間 
①募集期間 平成15年11月25日(火)から 

 採用定員になり次第締め切ります。 

４．勤務地 
東京都立川市曙町3-7-10 東京都中小企業振興センター2階 

【三宅村商工会事務所内】 

５．募集職種・人数 
①受付業務 若干名（パソコンできれば尚可） 

６．応募方法 
三宅村商工会に電話にて応募して下さい。 

電話042-540-3363 （担当：菊地） 

応募の際には、①氏名・②三宅島の住所・③現在の電話番号・④年齢・⑤性別を

お願いします。応募の際に、面接日を指定します。 

７．その他 
詳細については、三宅村商工会までお問い合わせ下さい。 

 

いよいよ、あさって、第７回三宅島島民ふれあい集会！ 
 元気で会いましょう  2003年11月24日(月・振替休日)10：30～15：30

港区立芝浦小学校・幼稚園 


